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がん細胞は正常細胞と異なる形態を持つ。がん
細胞の形態異常は、細胞の表面に存在する微
細な構造体(メゾスケール構造)の異常に起因す
る。これらは、 数十から数百個のタンパク質と脂
質が集合して形成されるが、この構成分子および
その集合機構は不明であった。

タンパク質が、脂質膜に対する鋳型となり、細
胞のメソスケール構造構築する原理を解明
脂質膜の鋳型となるタンパク質が、脂質膜の
形態形成を行うことが、細胞内の膜構造形成
における普遍的な原理であることを証明した。ま
た、脂質膜の鋳型となるタンパク質が、がん細
胞の増殖や浸潤に関与していることを解明。

脂質結合タンパク質同定の基礎技術の確
立
ゲノムが解明された現在においても、生命に
不可欠な脂質膜構造構築は全貌すら不明で
ある。脂質膜構築をになうタンパク質を網羅
的に同定するために、脂質結合タンパク質を
網羅的にスクリーニングするための基礎技術
を確立した。

がんに関わる微細な構造体が、タンパク質と脂
質によって形成される仕組みを明らかにすること
で、がん細胞の形成、増殖、転移機構を解明
する。従来、個別に進められてきた、細胞生物
学、生化学、構造生物学を、統合して用いるこ
とで、初めて、がん細胞などの微細な構造体の
構築メカニズムの解明が可能になる。
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形態形成に関わるタンパク質の阻害はがんの形成を抑制することを見いだしており、新規なが
んの形成機構に対する新しいがん治療薬の開発に成功している。
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細胞の突起とくぼみに対する脂質膜の鋳型。脂質膜の鋳型タ
ンパク質は脂質膜にタイルのように張り付くことで脂質膜の構
造構築を行う。

突起形成に対する鋳型の発現を抑えるとがん細胞の浸潤突
起が消失した。


